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東海新報（号外）　平成23年３月12日（土）
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東海新報　平成23年３月13日（日）（１面）
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東海新報　平成23年３月15日（火）（１面）
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東海新報　平成23年３月15日（火）（４面）

第15987号　平成23年（2011年）3月15日（火曜日） 日　刊（月曜日休刊）(昭和31年2月4日第3種郵便物認可561号) （4）

は
、
今
後
検
討
す
る
。

市
役
所
窓
口
で
は
、
紙

お
む
つ
な
ど
の
生
活
物
資

（
在
庫
が
あ
れ
ば
）
受
付

中
。陸

前
高
田
市
内
は
、
全

域
で
停
電
が
続
い
て
お

り
、
復
旧
は
未
定
。
給
水

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

状
況
は
、
14
日
午
前
現

在
、
大
船
渡
市
内
は
、
電

気
が
、
盛
町
、
大
船
渡
町
、

猪
川
町
の
一
部
で
復
旧
。

住
田
町
も
始
ま
っ
て
い

る
。水

道
は
、
市
内
ほ
ぼ
全

域
で
断
水
し
、
市
役
所
で

は
常
時
、
給
水
車
を
配
置

し
て
い
る
。
ポ
リ
タ
ン
ク

は
各
自
持
参
。
給
水
車
が

避
難
所
を
巡
回
す
る
予

定
。電

話
は
、
14
日
ま
で
大

船
渡
消
防
署
に
緊
急
連
絡

用
を
10
台
ほ
ど
設
置
し

た
。
15
日
か
ら
は
猪
川
町

の
県
大
船
渡
地
区
合
同
庁

舎
に
移
動
す
る
。

市
内
の
公
園
で
使
え
る

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
上

手
公
園
（
立
根
町
）
前
田

公
園
（
猪
川
町
）
下
権
現

校
舎
浸
水
、破
損
な
ど

被
害
続
出

所
在
不
明
の
児
童
、職
員
も

大
津
波
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
学
校
で
は
、
連
絡

が
取
れ
な
い
児
童
や
職
員

が
い
る
ほ
か
、
校
舎
が
破

損
す
る
な
ど
の
打
撃
を
受

け
て
い
る
。。

県
沿
岸
南
部
教
育
事
務

所
な
ど
に
よ
る
と
、
大
船

渡
市
内
で
は
14
日
午
前
11

時
現
在
、
末
崎
小
の
職
員

１
人
の
所
在
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

赤
崎
小
は
、
職
員
４
人

の
所
在
が
未
確
認
。
大
船

渡
北
小
は
、
６
年
生
男
子

と
み
ら
れ
る
遺
体
１
体
が

発
見
さ
れ
た
。

吉
浜
小
は
、
職
員
１
人

と
連
絡
が
取
れ
て
い
な

い
。末

崎
中
は
、
職
員
３
人

と
連
絡
が
取
れ
な
い
ほ

か
、
赤
崎
中
の
職
員
２

人
、
吉
浜
中
の
職
員
３
人

も
連
絡
が
取
れ
な
い
状

況
。施

設
被
害
に
つ
い
て

は
、
盛
小
は
、
校
舎
被
害

が
少
な
い
が
授
業
不
可
、

被
害
を
受
け
た
道
路

は
、
復
旧
作
業
が
続
け
ら

れ
て
お
り
、
三
陸
縦
貫
道

は
通
行
で
き
る
が
、
浸
水

地
域
を
走
る
道
は
所
々
で

寸
断
し
て
い
る
。

14
日
午
前
現
在
、
大
船

不
通
。

国
道
45
号
は
、
三
陸
町

内
は
越
喜
来
〜
吉
浜
間
、

大
船
渡
市
内
は
大
船
渡
町

丸
森
ま
で
通
行
可
。
陸
前

高
田
市
内
は
不
通
。

国
道
３
４
０
号
は
、
陸

渡
綾
里
三
陸
線
は
、
赤
崎

町
諏
訪
前
か
ら
先
の
綾
里

方
面
は
路
線
が
確
保
で
き

て
い
な
い
。

県
道
丸
森
権
現
堂
線
は

通
行
不
可
。
県
道
碁
石
海

岸
線
は
門
之
浜
〜
細
浦
は

消
防
署
に
緊
急
連
絡
用
電
話

給
水
車
が
巡
回
、公
園
ト
イ
レ
使
用

18
日
ま
で
貯
金
支
払
い

旧
横
田
支
店
に
臨
時
店
舗

Ｊ
Ａ
お
お

ふ
な
と

堂
公
園
（
同
）
中
井
沢
公

園
（
同
）
上
平
公
園
（
大

船
渡
町
）
下
平
公
園
（
同
）

永
沢
公
園
（
同
）
宮
ノ
前

公
園
（
同
）
下
船
渡
公
園

（
同
）
と
な
っ
て
い
る
。
下

水
道
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

配
管
設
備
と
も
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
復
旧
の
メ

ド
は
立
っ
て
い
な
い
。

市
内
の
水
道
は
依
然
と

し
て
断
水
が
続
い
て
お

り
、
県
立
大
船
渡
病
院
と

炊
き
出
し
分
は
確
保
。
自

衛
隊
や
市
、
他
県
の
自
治

体
か
ら
の
給
水
車
で
市
内

の
避
難
所
で
給
水
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

市
役
所
駐
車
場
で
は
自

衛
隊
の
給
水
車
が
１
台
常

駐
。
猪
川
町
の
猪
川
小
や

県
大
船
渡
地
区
合
同
庁

舎
、
大
船
渡
町
の
大
船
渡

中
、
大
船
渡
北
小
で
も
自

衛
隊
な
ど
に
よ
る
給
水
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
残

り
の
避
難
所
で
は
、
市
職

員
ら
が
水
の
確
保
状
況
な

ど
を
把
握
し
た
上
で
、
巡

回
し
て
い
る
と
い
う
。
避

難
所
以
外
の
住
民
向
け
の

給
水
場
所
や
時
間
設
定

避
難
者
多
数
。
大
船
渡
小

は
、
職
員
の
車
が
流
出
。

末
崎
小
は
、
破
損
個
所
多

数
、
校
門
側
で
土
砂
崩

れ
。赤

崎
小
は
、
校
舎
２
階

上
ま
で
浸
水
。
猪
川
小

は
、
授
業
不
可
で
連
絡
が

あ
る
ま
で
自
宅
待
機
。
立

根
小
は
、
教
材
が
散
乱
し

授
業
不
可
。

綾
里
小
は
、
１
階
が
床

上
浸
水
、
校
庭
に
家
屋
な

ど
の
残
骸
。
越
喜
来
小

は
、
校
舎
水
没
。
崎
浜
小

は
、
校
舎
に
ひ
び
な
ど
が

入
っ
た
。
吉
浜
小
は
、
校

舎
に
被
害
は
な
か
っ
た

が
、
石
垣
が
崩
れ
た
。

赤
崎
中
は
、
校
舎
２
階

ま
で
浸
水
。
日
頃
市
中

は
、
窓
や
体
育
館
が
一
部

崩
れ
た
が
、
授
業
可
。
吉

浜
中
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

亀
裂
の
よ
う
な
も
の
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

物
資
不
足
に

不
安
色
濃
く

◆
綾
里
・
吉
浜

大
船
渡
市
三
陸
町
綾

里
で
は
港
・
岩
崎
地
区

を
中
心
に
２
４
７
世
帯

が
全
壊
・
半
壊
の
被
害

を
受
け
、
市
立
綾
里
中
学

校
ほ
か
野
形
公
民
館
、
長

林
寺
に
住
民
８
０
０
人

が
避
難
。
市
は
綾
里
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
て
い
る
。

避
難
所
へ
は
市
か
ら

パ
ン
や
お
に
ぎ
り
が
届

い
て
お
り
、
寒
さ
対
策
も

と
ら
れ
て
い
る
と
い
う

が
、
わ
ず
か
な
飲
料
水
以

外
に
水
が
な
く
、
衛
生

面
・
健
康
面
で
の
不
安

が
避
っ
っ
難
住
民
か
ら
出

始
め
て
い
る
。

港
地
区
か
ら
綾
里
中
へ

避
難
し
て
き
た
熊
谷
冨
美

子
さ
ん
（
70
）
は
、「
今
後

は
伝
染
病
が
心
配
。
せ
め

状
況
は
、
避
難
所
を
中
心

に
給
水
車
（
日
程
不
定
）

が
巡
回
し
て
い
る
。

仮
設
ト
イ
レ
は
、
高
田

一
中
に
設
置
。
他
の
避
難

所
に
順
次
設
け
る
予
定
。

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
も
手
配

し
て
い
る
。

ご
み
処
理
は
、
回
収
が

困
難
な
た
め
、
各
避
難
所

で
対
応
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
多
く

の
家
庭
で
使
用
で
き
る
。

電
話
は
、
高
田
一
中
に
衛

星
電
話
１
台
を
設
置
し
て

い
る
。

丸
森
権
現
堂
線
な

ど

不
通

三
陸
縦
貫
道
は
通
行
可
能

壊滅的な被害を受けた三陸町越喜来地区＝大船渡市

住
田
町
内
は
、
世
田
米

中
の
ガ
ラ
ス
が
破
損
、
有

住
中
の
壁
や
体
育
館
の
屋

根
が
破
損
し
た
。

大
船
渡
市
内
の
小
中

学
校
は
当
面
の
間
だ
休

校
。
陸
前
高
田
市
内
も
21

日
ま
で
休
校
の
措
置
を
取

る
。被

害
が
少
な
い
住
田
町

内
の
小
中
学
校
で
は
、
町

内
や
高
田
方
面
か
ら
の
避

難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

模
様
。
卒
業
式
は
、
世
田

米
小
と
有
住
小
が
18
日
、

世
田
米
中
が
16
日
、
有
住

中
が
15
日
に
予
定
し
て
い

る
。保

育
所（
市
立
）は
16
日

ま
で
休
校
。
猪
川
保
育
園

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧

ま
で
休
園
し
自
宅
待
機
。

陸
前
高
田
市
内
に
も
安

否
確
認
で
き
な
い
児
童
生

徒
が
お
り
、
調
査
を
継
続

し
て
い
る
。

前
高
田
市
の
廻
館
橋
か
ら

住
田
方
面
は
通
行
可
だ

が
、
高
田
町
方
面
は
不

可
。国

道
45
号
の
三
陸
町
越

喜
来
〜
吉
浜
と
、
県
道
吉

浜
上
荒
川
線
は
通
行
可
。

Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
は
、

被
災
者
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
非
常
対
応
と
し
て
18

日
（
金
）
ま
で
貯
金
の
支

払
い
に
応
じ
て
い
る
。

貯
金
の
通
帳
や
印
鑑
を

無
く
し
た
人
で
も
、
本
人

の
確
認
可
能
な
も
の
を
持

参
す
る
と
引
き
落
と
し
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

引
き
落
と
し
は
１
人
10

万
円
ま
で
。
営
業
時
間
は

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。

取
り
扱
い
店
は
、
大
船

渡
市
内
は
盛
支
店
、
猪
川

支
店
、
日
頃
市
支
店
。

大
船
渡
、
下
船
渡
、
末

崎
、
泊
里
、
赤
崎
、
蛸
の

浦
、
立
根
、
三
陸
、
綾
里
、

吉
浜
の
各
支
店
を
使
用
し

て
い
る
人
は
、
猪
川
支
店

を
利
用
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。

陸
前
高
田
市
内
は
、
旧

横
田
支
店
を
臨
時
店
舗
と

し
て
開
店
し
て
い
る
。
取

り
扱
い
内
容
は
同
じ
。
広

田
、
高
田
、
竹
駒
の
各
支

店
を
利
用
し
て
い
る
人
は

臨
時
店
舗
を
利
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

岩
銀
盛
支
店
も

引
き
落
と
し
可

大
船
渡
市
に
よ
る
と
、

岩
手
銀
行
盛
支
店
は
14
日

以
降
午
前
９
時
30
分
か
ら

市内の学校施設などでの炊き出しで用意されたおにぎりを配布＝大船渡市役所

自
衛
隊
の
配
給
車
が
市
役
所
本
庁
駐
車
場
に
常
駐
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持

参
す
れ
ば
水
を
確
保
で
き
る
＝
盛
町

陸前高田一中の衛星電話。現在市内に１台し
かなく、遠方の知人・親戚と連絡を取ろう
と、長蛇の列ができている＝高田町

午
後
３
時
ま
で
開
設
し
て

い
る
。
引
き
落
と
し
の
み

で
普
通
預
金
１
人
10
万
円

ま
で
。

大

船

渡

郵

便
局
は
被
災

大
船
渡
市
盛
町
の
大
船

渡
郵
便
局
は
建
物
が
被
災

し
て
い
る
。
猪
川
郵
便
局大船渡郵便局も被害を受けた＝盛町

は
シ
ス
テ
ム
障
害
の
た
め

停
止
し
て
お
り
、
復
旧
次

第
対
応
す
る
と
張
り
紙
で

告
知
し
て
い
る
。

食

料

品

を

求

め

行

列

大
船
渡
市
内
で
は
14

日
、
盛
町
の
サ
ン
・
リ

ア
、
立
根
町
の
マ
イ
ヤ
イ

ン
タ
ー
店
な
ど
が
開
店
し

た
。
食
料
や
日
用
品
を
買

い
求
め
る
人
の
行
列
が
で

き
て
い
る
。

避

難

所

で

健

康

確

認

県
大
船
渡
保
健
所
は
、

避
難
所
を
保
健
師
が
巡
回

し
感
染
症
予
防
の
た
め
健

康
確
認
を
し
て
い
る
。

他
府
県
か
ら

警
察
、
消
防

幹
線
道
路
を
中
心
に
渋

滞
が
続
い
て
お
り
、
大
阪

府
や
秋
田
県
な
ど
か
ら
応

援
の
警
察
官
が
駆
け
つ
け

交
通
整
理
に
当
た
っ
て
い

る
。消

防
は
、
相
模
原
、
札

幌
な
ど
か
ら
応
援
隊
が
来

て
い
る
。

て
手
だ
け
で
も
洗
え
れ
ば

…
。
看
護
師
さ
ん
が
来
て

薬
を
く
れ
た
り
は
し
て
い

る
が
、
私
を
含
め
持
病
を

持
つ
人
た
ち
は
普
段
飲
ん

で
い
る
薬
が
手
に
入
ら
ず

困
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

同
地
域
と
同
町
吉
浜
地

域
で
は
食
料
品
の
購
入
場

所
、
給
油
場
所
が
皆
無
と

な
っ
て
い
る
。
住
民
た
ち

が
米
な
ど
を
持
ち
寄
り
炊

き
出
し
を
行
っ
て
い
る

が
、
吉
浜
地
区
拠
点
セ
ン

タ
ー
へ
は
物
資
が
届
け
ら

れ
て
い
な
い
。

深
刻
な
の
は
燃
料
不

足
。
避
難
住
民
が
市
街
地

へ
向
か
う
だ
け
の
ガ
ソ
リ

ン
も
な
い
状
態
で
、
食
料

品
購
入
な
ど
ほ
ぼ
不
可
能

と
い
う
。
下
通
地
区
で
一

人
暮
ら
し
を
し
、
同
セ
ン

タ
ー
で
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
る
西
村
景
子
さ
ん

（
78
）は
、「
東
京
や
盛
岡
に

い
る
家
族
と
連
絡
を
取
り

た
い
が
、
非
常
電
話
の
あ

る
大
船
渡
消
防
署
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

心
細
さ
を
募
ら
せ
て
い

る
。２

カ
所
で
在

庫
食
料
販
売

◆
越
喜
来

大
船
渡
市
三
陸
町
越
喜

来
で
は
、
道
の
駅
さ
ん
り

く
と
、
ロ
ー
ソ
ン
大
船
渡

越
喜
来
店
で
食
料
や
飲
料

を
若
干
販
売
し
て
い
る
。

道
の
駅
さ
ん
り
く
で

は
、
14
日
か
ら
店
内
製
品

の
う
ち
燻
製
や
か
ま
ぼ
こ

な
ど
魚
介
加
工
品
と
味

噌
、
タ
バ
コ
な
ど
を
販

売
。
在
庫
が
な
く
な
り
次

第
販
売
終
了
で
、
15
日
は

商
品
が
残
っ
て
い
れ
ば
午

前
９
時
以
降
に
販
売
を
再

開
す
る
と
い
う
。

ロ
ー
ソ
ン
で
は
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
ガ
ム
・
あ
め
類
、
ス

ナ
ッ
ク
類
、
紙
コ
ッ
プ
、

タ
バ
コ
な
ど
を
、
陳
列
分

が
な
く
な
る
ま
で
販
売
し

て
い
る
。
営
業
時
間
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
こ

ろ
ま
で
。
今
後
の
仕
入
れ

の
目
処
は
立
っ
て
い
な

い
。な

お
、
越
喜
来
地
区
で

も
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
給
油

は
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

同
市
内
保
育
所
（
園
）

は
当
面
休
園
と
な
る
。

700人が避難している綾里中学校
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